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東郷町 地域福祉に関するアンケート調査 

調査結果報告書・概要版 

 

令和７年２月 

東 郷 町 
 

１ アンケート調査の目的 

 

 

 

 

２ アンケート調査の実施概要 

区分 調査方法 調査期間 配布数 回収数 回収率 

18歳以上の一般町民 
郵送配布・郵送回収 

もしくはＷＥＢ回答 

令和６年12月２日～ 

12月15日 
2,000 816 40.8％ 

民生委員・児童委員 直接配布・郵送回収 
令和６年12月９日～ 

12月20日 
47 42 89.4％ 

区長・自治会長 郵送配布・郵送回収 
令和６年12月２日～ 

12月15日 
18 18 100.0％ 

団体・支援者 
郵送配布・郵送回収 

もしくはＷＥＢ回答 

令和６年11月11日～ 

11月24日 
25 24 96.0％ 

※前回調査とは、平成 31 年１月に実施した「地域福祉計画・地域福祉活動計画策定に向けたアン

ケート調査」を指します。 

 

３ 町民調査結果 

●地域の福祉への関心｜単数回答   

『関心がある』（「とても関心がある」と「ある程度関心がある」の合算）が 65.0％となってい

ます。前回調査と比較すると、ほぼ同程度の結果となっています。 

 

 

 

 

  

「第２次東郷町地域福祉グランドデザイン」策定の基礎資料とするため、町内在住の 18歳以

上の一般町民 2,000 人、町内の民生委員・児童委員 47 人、町内の区長・自治会長 18 人、町内

の団体・支援者 25人を対象に、地域福祉に関するアンケート調査を実施しました。 

指標 

資料１ 
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13.6 

14.7 

30.3 

39.2 
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41.2 
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4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

ある ない わからない 不明・無回答

6.6 

10.2 

19.0 

21.6 

20.2 

21.4 

35.4 

33.5 

4.9 

4.3 

7.7 

7.7 

6.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

何かで困ったときには、相談し、助け合える

簡単なことであれば、困ったときに相談し、助け合える

助け合いや相談はしないが、世間話をする

世間話などはしないが、あいさつをする

顔は知っているが、言葉を交わすほどではない

ほとんど近所づきあいはない

不明・無回答

●「ご近所づきあい」の程度｜単数回答   

「何かで困ったときには、相談し、助け合える」が 6.6％となっています。前回調査と比較する

と、3.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の状況や課題（上位５項目）｜複数回答 

「となり近所との交流が少ない」「世代間の交流が少ない」がそれぞれ３割前後となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同程度の結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●となり近所に、周囲の人の手助けや協力・支援が必要だと思われる家庭があるか｜単数回答 

「ある」が 13.6％、「ない」が 30.3％、「わからない」が 52.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「わからない」が 11.3ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

30.6 

29.2 

19.7 

16.9 

15.8 

33.8 

29.6 

19.9 

16.2 

15.7 

0% 25% 50%

となり近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

特にない

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

道ばたのごみが多く、ごみ出しのマナーが悪い
Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

指標 
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●生活上の悩みや不安の相談相手｜複数回答 

「家族や親戚」が 75.7％と最も高くなっています。前回調査と比較すると、「相談はしない」が

それぞれ１割前後と同程度の結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●生活上の悩みや不安を相談できると良いと思う方法（上位５項目）｜複数回答 

「県や町、公的機関が開設している窓口での相談」が 44.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●日々の生活に必要な福祉の情報の取得状況【単数回答】   

『得られている』（「十分に得られている」と「まあまあ得られている」の合算）が 38.4％とな

っています。前回調査と比較すると、『得られている』が 4.6ポイント増加しています。 

 

  

44.2 

29.8 

21.2 

20.5 

10.9 

0% 25% 50%

県や町、公的機関が開設している窓口での相談

パソコンやスマートフォンからの

インターネット・メール相談

自治会や民間団体、民生委員・児童委員、

専門家など、地域の人材や組織への相談

ＳＮＳ（FaceBook・Ⅹ（旧Twitter）・

ＬＩＮＥなどやチャットによる相談

夜間や休日の電話相談 Ｒ６調査（n=816)
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1.5 

0.1 

0.7 

1.3 

2.2 
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1.7 

0.3 

8.9 

2.7 

0.9 

0.1 

2.3 

1.3 

3.2 

11.4 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子育て支援センター

病院や診療所

福祉施設や福祉サービス事業者

保育園・幼稚園・学校・児童館

ボランティアやＮＰＯ等

趣味の会・サークル

その他

相談相手がいない

相談はしない

不明・無回答
Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

4.0 

2.9 

34.4 

31.0 

30.0 

28.0 

19.5 

25.8 

9.6 

9.4 

2.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6調査（n=816)

H31調査(n=788)

十分に得られている まあまあ得られている

あまり得られていない ほとんど得られていない

得る必要がない 不明・無回答

75.7 

46.7 

14.7 

3.3 

1.3 

0.6 

1.1 

2.3 

3.8 

0.6 

73.9 

44.9 

14.8 

4.7 

0.9 

0.8 

1.4 

2.5 

3.8 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

家族や親戚

友人や知人

職場の人

となり近所の人

区・自治会の役員

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

役場等の相談窓口

地域包括支援センター

障がい者相談支援センター

指標 

新規 
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2.8 

3.3 

8.7 

8.2 

22.3 

23.2 

65.2 

62.4 

1.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

よく参加している ときどき参加している

あまり参加したことがない まったく参加したことがない

不明・無回答

●ボランティア・町民主体の活動やＮＰＯ活動への参加状況【単数回答】   

『参加している』（「よく参加している」と「ときどき参加している」の合算）が 11.5％となっ

ています。前回調査と比較すると、ほぼ同程度の結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ボランティア・町民主体の活動やＮＰＯ活動に参加できない、参加したくない理由｜複数回答 

「時間がないから」「自分の生活のことで精いっぱいだから」がそれぞれ４割前後となっていま

す。前回調査と比較すると、「時間がないから」が 8.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢「代表やまとめ役になりたくないから」はＲ６調査のみ。 

 

  

22.3 

10.7 

40.6 

5.2 

7.7 

16.3 

39.7 

14.6 

1.3 

14.2 

1.1 

17.7 

11.6 

32.5 

5.9 

9.0 

14.8 

43.9 

4.4 

11.6 
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0% 25% 50% 75%

興味や関心がないから

機会がないから

時間がないから

気恥ずかしいから

活動の内容や参加方法がわからないから

一緒に活動する友人等がいないから

自分の生活のことで精いっぱいだから

代表やまとめ役になりたくないから※

わからない

その他

不明・無回答

Ｒ６調査（n=466)

Ｈ31調査（n=458)

指標 
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22.6 

22.9 

18.8 

15.4 

14.7 

21.6 

23.4 

4.4 

4.3 

16.8 

17.9 

3.8 

1.3 

53.4 

50.5 

44.4 

38.1 

55.5 

50.4 

54.5 

49.1 

21.1 

22.7 

40.2 

37.9 

26.7 

23.9 

22.2 

17.8 

29.0 

32.6 

23.7 

23.1 

19.5 

16.5 

68.6 

60.3 

38.2 

32.1 

64.0 

69.0 

3.4 

9.1 

3.7 

10.5 

5.4 

11.8 

4.4 

11.0 

5.9 

12.7 

4.8 

12.1 

5.5 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【東郷町社会福祉協議会】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【地域包括支援センター】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【障がい者相談支援センター】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【民生委員・児童委員制度】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【東郷町避難行動要支援者

登録制度】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【成年後見制度】

Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)

【市民後見人】

Ｒ６調査（n=816)

【再犯防止推進法】

Ｒ６調査（n=816)

名前も内容も知っている 名前は聞いたことがあるが、内容はよく知らない

名前も内容も知らない 不明・無回答

●組織・制度の認知度｜単数回答   

【東郷町避難行動要支援者登録制度】【市民後見人】【再犯防止推進法】で「名前も内容も知ら

ない」がそれぞれ６割台となっています。前回調査と比較すると、【東郷町避難行動要支援者登録

制度】で「名前も内容も知らない」が 8.3ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【市民後見人】【再犯防止推進法】はＲ６調査のみ。  

指標 
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74.8 

40.4 

30.8 

35.0 

8.9 

4.2 

26.5 

36.0 

8.0 

2.2 

2.8 

3.3 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

誰にでも起こりうる

他人事ではない

つらい経験がある

ストレスから身を守っている

甘えている

怠けている

病気や障がいである

人に言いづらい

働かないことが問題

無理にでも引っ張り出すべき

その他

特にない

不明・無回答 Ｒ６調査（n=816)

58.3 

85.7 

66.8 

18.6 

9.9 

25.5 

18.5 

1.3 

4.0 

4.5 

3.1 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【ヤングケアラー】（n=816)

【ひきこもり】（n=816)

【地域食堂・子ども食堂】（n=816)

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知らない

言葉も内容も知らない

不明・無回答

2.1 

10.3 27.0 23.9 34.9 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ６調査（n=816)

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない

思わない わからない 不明・無回答

●犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと思うか｜単数回答   

『思う』（「思う」と「どちらかといえば思う」の合算）が 12.4％、『思わない』（「どちらか

といえば思わない」と「思わない」の合算）が 50.9％、「わからない」が 34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

●言葉や内容の認知度｜単数回答   

【ヤングケアラー】で「言葉も内容も知らない」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「ひきこもり」への印象・考え｜複数回答   

「誰にでも起こりうる」が 74.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新規 

新規 

新規 
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●地域福祉を推進するために、必要だと思うこと｜複数回答 

「身近な場所や地域での相談窓口の充実」が 48.3％と最も高くなっています。前回調査と比較す

ると、「地域活動やボランティア、町民主体の活動、ＮＰＯ活動等への情報提供や活動資金などの

支援」が 6.5ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※選択肢「地域における福祉活動を推進する福祉協議体の設置」は、Ｈ31 調査では「地域における福祉活動を推進する

地区社会福祉協議会の設置」。 

 

  

48.3 

39.1 

25.6 

21.6 

24.8 

14.2 

9.2 

16.4 

18.0 

1.6 

3.2 

48.0 

38.3 

26.0 

19.3 

19.7 

14.6 

10.9 

9.9 

19.5 

2.3 

5.8 

0% 25% 50% 75%

身近な場所や地域での相談窓口の充実

町民が気軽に参加し、利用できる地域ごとの

福祉活動の拠点の充実

町民と地域福祉活動に

たずさわる人とのネットワークの強化

介護やボランティアなどの研修や

福祉意識を高める広報・啓発の充実

学校教育や生涯学習での福祉教育の充実

地域における福祉活動を推進する

地域リーダーなどの人材育成

地域における福祉活動を推進する

福祉協議体の設置※

地域活動やボランティア、町民主体の活動、

ＮＰＯ活動等への情報提供や活動資金などの支援

わからない

その他

不明・無回答
Ｒ６調査（n=816)

Ｈ31調査（n=788)
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28.6 

59.5 

47.6 

4.8 

16.7 

9.5 

4.8 

2.4 

35.7 

4.8 

11.9 

0.0 

0% 25% 50% 75%

活動のリーダーがいない

地域福祉活動に関わる人が少ない

地域福祉に無関心な人が多い

活動について相談できるところがない

活動がマンネリ化している

活動に必要な情報が得られない

活動範囲が広すぎる

活動範囲が狭すぎる

団体・組織間の連携が乏しい

特に課題はない

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=42)

２ 民生委員・児童委員調査結果 

●地域の助け合い・支え合い活動を推進するにあたっての課題｜複数回答 

「地域福祉活動に関わる人が少ない」が 59.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お住いの地域において、これから特に支援が必要だと思う対象｜複数回答 

「ひとり暮らし高齢者」「高齢者のみの世帯」がそれぞれ６割以上となっています。前回調査と

比較すると、「高齢者のみの世帯」が 13.0 ポイント、「ひとり暮らし高齢者」が 12.4 ポイント、

それぞれ高くなっている一方で、「認知症高齢者」が 27.8 ポイント、「子育て中の家庭」が 10.4

ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 選択肢「ヤングケアラー」はＲ６調査のみ。 

※２ 選択肢「外国人」はＨ31 調査では「外国人住民」。 

23.8 

9.5 

2.4 

2.4 

9.5 

0.0 

12.8 

5.1 

5.1 

2.6 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

不登校、ひきこもり

ヤングケアラー※１

低所得者

外国人※２

その他

不明・無回答

0

Ｒ６調査（n=42)

Ｈ31調査（n=39)

71.4 

64.3 

4.8 

28.6 

11.9 

2.4 

35.7 

59.0 

51.3 

7.7 

56.4 

12.8 

12.8 

38.5 

0% 25% 50% 75% 100%

ひとり暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

障がい児・者

認知症高齢者

ひとり親家庭

子育て中の家庭

高齢者や障がい児・者

を介護している人
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●対象者の支援に向けた地域の助け合い・支え合い活動を推進するために必要なこと｜複数回答 

「支援を要する人の情報提供」が 47.6％と最も高くなっています。前回調査と比較すると、「支

援を要する人の情報提供」が 14.3ポイント、「活動について相談できる機会の充実」が 12.8ポイ

ント、それぞれ高くなっている一方で、「専門性を持った人材、団体の派遣」が 27.2 ポイント、

「活動の担い手となる人材育成」が 18.0ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次の取組のうち、今後、行政（町）で重点的に進めるべきだと思うもの｜複数回答 

「公共交通サービスの充実」が 64.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3 

31.0 

16.7 

35.7 

21.4 

64.3 

38.1 

2.4 

0.0 

0% 25% 50% 75%

地域福祉活動を進めるための、町より小さい

単位（行政区単位等）での拠点整備

地域福祉を推進する人材育成

ボランティア活動の機会の提供

地域活動への子ども・若者の参加促進

町民主体の福祉サービスの創出

公共交通サービスの充実

避難行動要支援者の把握と台帳の整備

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=42)

14.3 

19.0 

14.3 

19.0 

33.3 

9.5 

7.7 

46.2 

23.1 

17.9 

51.3 

10.3 

0% 25% 50% 75%

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材、

団体の派遣

情報発信に関する支援

団体や組織間の連携支援

活動の担い手となる

人材育成

活動費などの経済的な支援

9.5 

33.3 

26.2 

47.6 

4.8 

0.0 

10.3 

20.5 

25.6 

33.3 

0.0 

5.1 

0% 25% 50% 75%

活動場所の確保に関する

支援

活動について相談できる

機会の充実

広く町民に対する

地域福祉の啓発

支援を要する人の情報提供

その他

不明・無回答
Ｒ６調査（n=42)

Ｈ31調査（n=39)
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３ 区長・自治会長調査結果 

●地域住民による地域の支え合い活動を進めるにあたっての課題｜複数回答 

「活動のリーダーがいない」が 83.3％と最も高くなっています。前回調査と比較すると、「活動

のリーダーがいない」が 42.1 ポイント、「地域福祉に無関心な人が多い」が 19.9 ポイント、それ

ぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お住いの地域において、これから特に支援が必要だと思う対象｜複数回答 

「ひとり暮らし高齢者」「高齢者のみの世帯」がそれぞれ６割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.3 

50.0 

61.1 

27.8 

22.2 

27.8 

27.8 

0.0 

27.8 

0.0 

5.6 

0.0 

41.2 

58.8 

41.2 

23.5 

29.4 

17.6 

23.5 

5.9 

23.5 

5.9 

11.8 

5.9 

0% 25% 50% 75% 100%

活動のリーダーがいない

地域福祉活動に関わる人が少ない

地域福祉に無関心な人が多い

活動について相談できるところがない

活動がマンネリ化している

活動に必要な情報が得られない

活動範囲が広すぎる

活動範囲が狭すぎる

団体・組織間の連携が乏しい

特に課題はない

その他

不明・無回答

Ｒ６調査（n=18)

Ｈ31調査（n=17)

77.8 

61.1 

0.0 

22.2 

0.0 

11.1 

27.8 

11.1 

0.0 

5.6 

16.7 

0.0 

5.6 

0% 25% 50% 75% 100%

ひとり暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

障がい児・者

認知症高齢者

ひとり親家庭

子育て中の家庭

高齢者や障がい児・者を介護している人

不登校、ひきこもり

ヤングケアラー

低所得者

外国人

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=18)
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11.1 

27.8 

11.1 

22.2 

50.0 

16.7 

11.1 

5.6 

22.2 

16.7 

16.7 

5.6 

0% 25% 50% 75%

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材、団体の派遣

情報発信に関する支援

団体や組織間の連携支援

活動の担い手となる人材育成

活動費などの経済的な支援

活動場所の確保に関する支援

活動について相談できる機会の充実

広く町民に対する地域福祉の啓発

特に支援を要する人の情報提供

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=18)

●対象者の支援に向けた地域の助け合い・支え合い活動を推進するために必要なこと｜複数回答 

「活動の担い手となる人材育成」が 50.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次の取組のうち、今後、行政（町）で重点的に進めるべきだと思うもの｜複数回答 

「地域福祉を推進する人材育成」が 61.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.8 

61.1 

11.1 

44.4 

0.0 

44.4 

22.2 

0.0 

5.6 

0% 25% 50% 75%

地域福祉活動を進めるための、町より小さい

単位（行政区単位等）での拠点整備

地域福祉を推進する人材育成

ボランティア活動の機会の提供

地域活動への子ども・若者の参加促進

町民主体の福祉サービスの創出

公共交通サービスの充実

避難行動要支援者の把握と台帳の整備

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=18)
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４ 団体・支援者調査結果 

●活動を通して経験した対応が難しいと感じた分野｜複数回答 

「高齢者（認知症、虐待、消費者被害、特殊詐欺、見守り等）」が 12件と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動を行う上で困っていること｜複数回答 

「支援を必要とする人の情報が得にくい」が 66.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次の取組のうち、今後、行政（町）で重点的に進めるべきだと思うもの｜複数回答 

「地域福祉を推進する人材育成」が 50.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3 

37.5 

25.0 

29.2 

8.3 

66.7 

29.2 

12.5 

16.7 

4.2 

12.5 

0.0 

0% 25% 50% 75%

活動のマンネリ化

新しいメンバー・職員が入らない

後継者がいない

町民に情報発信する場や機会が乏しい

人々のニーズに合った活動ができていない

支援を必要とする人の情報が得にくい

他の組織・団体と交流する機会が乏しい

活動の場所（拠点）の確保が難しい

活動資金が足りない

特に困ったことはない

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=24)

7

4

12

1

6

5

1

0 5 10 15

子ども・子育て（居場所、ヤングケアラーを含む）

障がい児・者（医療的ケア児、発達障がいを含む）

高齢者（認知症、虐待、消費者被害、特殊詐欺、見守り等）

外国人（コミュニケーション、文化の違い等）

生活困窮（就労、ニート・ひきこもり等）

住居・住環境に関すること（ごみ屋敷等）

その他

(件)

Ｒ６調査（n=14)

29.2 

50.0 

25.0 

20.8 

16.7 

33.3 

29.2 

4.2 

4.2 

0% 25% 50% 75%

0

地域福祉を推進する人材育成

ボランティア活動の機会の提供

地域活動への子ども・若者の参加促進

町民主体の福祉サービスの創出

公共交通サービスの充実

避難行動要支援者の把握と台帳の整備

その他

不明・無回答 Ｒ６調査（n=24)

地域福祉活動を進めるための、町より小さい 
       単位（行政区単位等）での拠点整備 


